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編 集 後 記
高齢化社会を迎えるにあたり，社会福祉におけるロボッ

ト応用の期待が高まる中で，20 年ほど前にロボット・セラ
ピーの研究が始まりました．その後，介護現場におけるコ
ミュニケーションロボットに関する研究は，ロボット・セラ
ピー部会を中心に続けられておりますが，本誌における関
連特集は，51 巻 7 号（2012 年発行）の「ロボット・セラ
ピー」以来となります．今号の特集では，それ以降の研究
成果について紹介するとともに，今後の方向性についても
座談会などを通して議論しています．介護ロボットの導入
が進んでいない現状をどのように打開するのか，その糸口を
探りたいとも考え，ニーズ側，シーズ側，海外の研究者な
ど，さまざまな立場からロボット・ICTを活用した高齢者の
コミュニケーション・ケア支援についてご寄稿いただきまし
た．ただ，この問題は，やはり「ロボットに介護されたいの
か？」ということに行き着くことが，本特集の企画・編集を

進める中で，よくわかりました．技術進歩が著しい生成 AI
が身近な存在になっていく中で，この問題を改めて深く考え
ていかなければならないと思っております．本特集を通し
て，一人でも多くの読者の方に高齢者のコミュニケーショ
ン・ケア支援などの介護技術に興味をもっていただき，関
連分野のさらなる発展につながることを期待しております．

ロボット・セラピー部会や執筆者の皆様のご尽力に支え
られ，本特集を完成させることができました．心よりお礼
申し上げます．特に，本特集の企画の方向性や執筆者を決
めるにあたって，多くのご意見を賜りました浜田利満先生
に深く感謝いたします．最後に，本特集の企画に当たっ
て，有益なご助言や，内容についての激励をいただいた会
誌出版委員会，学会事務局，編集事務局の皆様にも感謝申
し上げます．

 （板井　志郎　記）
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